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である。 

この 書物の 第 十五 章 は 盲と 芸術との 交渉 を 述べた も 

ので あるが、 その 中に、 盲で 同時に 聾のへ レン. ケラ— 

と いう 有名な 女の 自叙伝 中に 現れた 視覚 的 美の 記述が 

どういう 意味の もの かとい う 事 を 論じた 一 節が ある。 

その 珍しい 自叙伝 中から 二、 三 小節 を 引用して あるの 

を 見る と、 例えば 雪の 降る 光景な どが あたかも 見る よ 

うに 空間 的に 描かれて いる。 あるいは 秋の 自然界の 美 

しい 色彩が 盲人が 書いた と は 思われな いように 実感 的 

ちと 

に 述べて ある。 しかし 著者 はこの ような 光景 は 固より 

盲者に と つ て は 何らの 体験に も 相応しない バ— バ リズ 



と いう 可能性 は 残って いる。 

やまい 

ヘレン. ケラ ー は 生後 十八 ヶ月 目に 重い 病 のた め 

に 彼女の 魂と 外界との 交通に 最も 大切な 二 つ の 窓 を 

くぎ づ 

釘付けされ てし まった にか かわらず、 自由に 自国語 を 

話し、 その上 独、 仏、 羅、 希に も 通ず るよう になった。 

指先 を 軽く 相手の 唇と 鼻翼に 触れて いれば 人の 談話 を 

了解す る 事が 出来る。 吾々 の 眼に は 奇蹟の ような 女で 

ある。 匂 や 床の 振動です ぐに 人 を 識別す る 女で ある。 

しかし 私が 書こうと 思った の は ケラ— の 弁護で はな 

かった。 ヴィ エイが ケラ ー 自叙伝 中の 記述に 対して 用 

いた psittacism という 言葉が ある。 



私 はこの イズムに は 始めて 出会った ので、 早速 英辞 

書 を あけて 調べて いると psittaci (シ ッタ サイ) とい 

おうむ 

うの は 鸚鵡の 類 を さす 動物学 の 学名で、 これに イズム 

がつ いたの は、 「反省 的 自覚な き 心の 機械的 状態」 ある 

いは 「鸚鵡の ような 心的状態」 という 意味 だと ある。 

私 はこの 珍しい 言葉 を 覚え るた め に 何遍も 口の 中で、 

シ ッタシ ズム、 シッタ シズム と 繰り返した。 それで 

すっかり 記憶して しまったが、 それから は 何 かの 拍子 

にこの 妙な 言葉が 意外な 時に ひよ つくり 頭に 浮んで 来 

る。 このような 私の 頭の 状態 もや はりこの イズムの 一 

例 かもしれ ない。 



こんな 事 を 考えた のが 動機と なって、 ふと 大根が 

ほうせんか 

作って みたくな つたので、 花壇の 鳳仙花 を 引つ こぬ い 

てし まって その あとへ 大根の 種 を 蒔いて みた。 二、 三 

日 するともう 双葉が 出て 来た。 あの 小さな 黒の 粒の 中 

からこん な 美しい エメラルドの ような ものが 出て 来た。 

私 はもう 本ば かり 読む の はやめて しばらく 大根で も 

作って みようかと 考えて いる。 

(大正 九 年 十 一 月 『改造』) 
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